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em
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ay ’s Q
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ith A
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ountry ’: O
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eturn of C
atherine B

arkley. ”  The M
odernists: Studies in a Literary 
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arry T. M
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acN
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ickinson U
P, 1987.  210-33.

Stoneback, H
. R
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om

inal C
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iographies. ” H
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ingw
ay: Essays 

of Reassessm
ent.  Ed. Frank Scafella.  N

Y: O
xford U
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Young, Philip.  “‘B

ig W
orld O

ut There ’: The N
ick A

dam
s Stories. ” The Short Stories of Ernest H

em
ingw

ay: Critical Essays.  
Ed. Jackson J. B

enson.  D
urham

: D
uke U

P, 1975.  29-45.

　
１　
プ
ロ
グ
ラ
ム
時
代

　

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ス
（John B

arth, 1930-

）
は
「
補
給
の
文
学
」（“The Literature of R

eplenishm
ent: Postm

odernist 

Fiction, ” 1980

）
を
こ
う
締
め
く
く
っ
て
い
る
。「
今
に
な
っ
て
わ
か
る
こ
と
は
、
わ
た
し
の
エ
ッ
セ
ー
『
尽
き
の
文
学
』

は
、
実
の
と
こ
ろ
言
語
や
文
学
で
は
な
く
、
ハ
イ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
美
学
を
い
か
に
う
ま
く
『
使
い
尽
く
す
』
か
に
つ
い

て
の
も
の
だ
っ
た
。
見
事
で
、
捨
て
る
に
は
忍
び
な
い
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
完
結
し
た
、
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー
が
『
パ

ウ
ン
ド
時
代
』
と
名
づ
け
た
、
あ
の
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』」（The Friday Book 

以
下 Friday 206

）。

　

し
か
し
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
こ
そ
戦
後
文
学
史
最
大

の
事
件
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
マ
ー
ク
・
マ
ッ
ガ
ー
ル
著
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
時
代
』（M

ark M
cG

url, The Program
 Era: 

第
九
章　

作
家
の
作
家
の
声

 　
　

    

│
二
つ
の
「
音
声
計
画
」
に
見
る
創
作
科
の
声
の
政
治
学

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

吉
田 

恭
子
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Postw
ar Fiction and the Rise of Creative W

riting, 2009

）
は
、
ア
メ
リ
カ
現
代
小
説
研
究
に
お
け
る
巨
大
な
空
白
を
埋
め

る
報
告
書
で
あ
る
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
ア
イ
オ
ワ
大
学
で
一
九
三
〇
年
ご
ろ
始
ま
っ
た
大
学
院
創
作
科
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ヴ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
他
な
ら
な
い
。
既
存
研
究
が
歴
史
記
述
中
心
で
あ
る
の
に
対
し）

1
（

、『
プ

ロ
グ
ラ
ム
時
代
』
は
、
ア
イ
オ
ワ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
小
説
が
い
か
に
創
作
科
の
教
授
哲
学
と
美
学
か
ら
影
響
を
受
け
て

き
た
か
を
多
元
的
手
法
で
包
括
的
に
論
じ
る
文
学
研
究
の
書
で
あ
り
、
そ
の
主
張
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
創
作
哲
学
と
新
批
評
の
精
読
理
論
を
教
条
と
し
て
出
発
し
た
創
作
科
は
、
大
学
内

で
制
度
化
さ
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
美
学
を
戦
後
小
説
に
継
承
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
意
識
的
作
家
養
成

の
場
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
美
学
と
融
合
さ
れ
た
結
果
、
形
成
さ
れ
た
自
己
言
及
性
で
あ
る
。
ま
た
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
時
代
」

の
小
説
を
「
テ
ク
ノ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（technom

odernism

）」「
高
等
文
化
多
元
主
義
（high cultural pluralism

）」「
中
・

下
層
階
級
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（low

er-m
iddle-class m

odernism

）」
の
三
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
表
現
自
体
が
エ
マ
ソ
ン
の
「
ア
メ
リ
カ
の
学
者
」（“The 

A
m

erican Scholar, ” 1837

）
を
源
と
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
（M

yers 31-33

）、
創
作
科
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
言
説
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
国
民
文
学
論
で
あ
り
共
和
国
の
理
想
を
模
索
す
る
議
論
と
な
る）

2
（

。
創
作
科
を
め
ぐ
る
神
話

や
願
望
は
、
民
主
主
義
の
理
想
、
自
由
競
争
の
賞
揚
、
個
人
主
義
、
合
衆
国
例
外
主
義
と
い
っ
た
原
理
と
並
行
し
て
論

じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
創
作
科
が
ア
メ
リ
カ
に
独
自
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
す
る
主
張
は
、
他
の
例
外
論
同
様
、
ア
メ
リ

カ
を
神
話
化
す
る
欲
望
の
反
映
に
過
ぎ
な
い）

3
（

。
だ
が
、
マ
ッ
ガ
ー
ル
を
含
む
多
く
の
専
門
家
が
こ
の
主
張
を
繰
り
返
す

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
創
作
科
シ
ス
テ
ム
は
今
日
驚
く
べ
き
速
さ
で
非
英
語
圏
を
含
む
世
界
に
広
ま
っ
て
お
り
、
自

由
市
場
経
済
圏
の
拡
大
と
同
じ
く
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
的
価
値
の
伝
播
と
捉
え
る
と
、
創
作
科
は
ア
メ
リ
カ
的
理
想
を
教

条
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
創
作
科
協
会
（AW

P

）
の
現
会
長
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
フ
ェ
ン
ザ
の

言
に
は
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

Ａ
Ｗ
Ｐ
は
他
の
ど
の
文
学
団
体
に
も
ま
し
て
、
北
米
の
文
学
を
そ
の
住
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
多
様
な
も
の
に
発
展
さ
せ
る

の
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
北
米
の
高
等
教
育
が
有
す
る
民
主
主
義
的
美
徳
に
適
う
し
、
Ａ
Ｗ

Ｐ
を
構
成
す
る
数
多
く
の
公
立
大
学
に
と
っ
て
も
誇
る
べ
き
点
で
す
。
Ａ
Ｗ
Ｐ
の
参
加
大
学
は
あ
ら
ゆ
る
生
い
立
ち
、

階
級
、
人
種
、
民
族
の
学
生
や
作
家
志
望
者
に
文
学
教
育
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。（Fenza,

傍
点
引
用
者
）

創
作
科
の
成
功
を
民
主
主
義
と
多
様
性
の
進
展
の
反
映
と
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
擁
護
で
し
ば
し
ば
耳
に

す
る
が
、
多
文
化
主
義
と
創
作
科
の
関
係
で
要
と
な
る
の
は
「
声
」
の
概
念
で
あ
る
。

「
声
（voice

）」
と
は
「
か
な
り
曖
昧
な
隠
喩
的
用
語
」（B

aldick

）
で
、
文
芸
メ
デ
ィ
ア
の
決
ま
り
文
句
と
化
し
た
印

象
が
あ
る
が
、
創
作
科
の
小
説
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
で
は
、
文
章
の
調
子
、
抑
揚
、
ペ
ー
ス
や
窺
い
知
れ
る
語
り
手
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
、
テ
ク
ス
ト
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
論
ず
る
に
あ
た
り
柔
軟
に
使
わ
れ
る
。
小
説
創
作
技
法
の
教
科

書
で
定
評
の
あ
る
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
バ
ロ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
解
説
は
以
下
の
通
り
だ
。

「
作
者
の
声
」
と
は
、
独
特
の
そ
れ
と
わ
か
る
文ス
タ
イ
ル体
と
調ト
ー
ン子
で
、
ま
る
で
電
話
を
取
っ
た
時
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
誰
々
が
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語
っ
て
い
る
の
だ
と
判
る
も
の
だ
。
こ
の
声
に
は
時
を
経
て
形
成
さ
れ
る
特
質
が
あ
り
、
反
復
す
る
こ
と
ば
の
選
択
、

統
語
パ
タ
ー
ン
、
イ
メ
ジ
や
表
現
、
リ
ズ
ム
、
広
が
り
が
関
わ
っ
て
い
る
。
声
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
自
動
的
プ
ロ
セ
ス

で
生
成
し
、
訓
練
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
さ
ら
な
る
自
信
の
賜
物
で
あ
る
。
自
分
の
声
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
な
ど
と
心
配

し
な
い
よ
う
に
。
も
の
ご
と
を
で
き
る
だ
け
明
瞭
に
、
正
確
に
、
鮮
明
に
述
べ
る
心
配
を
な
さ
い
。
要
す
る
に
、
う
ま

く
こヴ

ォ

イ

ス

と
ば
に
す
る
術
を
探
っ
て
ゆ
け
ば
、
自
分
の
声
ヴ
ォ
イ
スは
お
の
ず
と
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。（B

urrow
ay 44, 

傍
点
引
用
者
）

声
の
概
念
は
濫
用
さ
れ
る
と
自
己
表
現
礼
賛
に
傾
く
危
険
性
が
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
巧
を
駆
使
し
て
声
を
制
御
し

効
果
を
実
現
す
る
書
き
手
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
経
験
が
も
の
を
言
う
難
易
度
の
高
い
技
術
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
声
は

有
効
な
用
語
で
あ
り
続
け
る
の
だ
ろ
う
。

　

声
の
美
学
が
口
承
性
、
転
じ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
学
と
親
和
性
が
高
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
声
と
は
ま
た
参
政

の
隠
喩
で
も
あ
る
か
ら
、
声
の
美
学
の
伝
播
と
市
民
権
運
動
は
不
可
分
だ
。
そ
の
一
方
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
出
馬
・

投
票
し
声
を
得
る
た
め
に
は
識
字
が
優
先
課
題
で
あ
る
か
ら
、
近
代
民
主
主
義
国
家
で
は
文
字
の
獲
得
が
声
の
獲
得
に

先
行
す
る
と
い
う
逆
説
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
黒
人
文
学
に
お
け
る
口
承
性
は
あ
ら
か
じ
め
具
わ
っ
て
い
た
も
の
と
い

う
よ
り
、「
再
獲
得
」
さ
れ
た
声
だ
と
言
っ
て
い
い
（Portelli 218-20

）。
創
作
哲
学
に
お
け
る
声
の
重
要
性
は
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
文
学
隆
盛
と
と
も
に
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

創
作
科
の
現
場
で
声
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
声
と
い
う
概
念
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

が
創
作
科
を
取
り
巻
く
神
話
と
欲
望
を
支
え
て
い
る
。
バ
ロ
ウ
ェ
イ
も
言
及
す
る
「
自
分
の
声
を
見
つ
け
る
」
夢
が
、

見
習
い
作
家
を
砂
金
掘
り
に
変
身
さ
せ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
宝
物
は
外
界
に
発
見
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
書

き
手
の
内
部
か
ら
湧
水
の
ご
と
く
生
ず
る
も
の
、「
自
動
的
プ
ロ
セ
ス
で
生
成
」す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

意
識
的
な
操
作
で
獲
得
し
身
に
纏
う
こ
と
が
で
き
る
外
的
な
何
か
と
見
な
さ
れ
る
文ス

タ
イ
ル体
に
対
し
、
声

ヴ
ォ
イ
スは
個
々
人
に
本
来

具
わ
っ
て
い
る
内
的
可
能
性
と
し
て
想
定
さ
れ
る
た
め
、
文
体
に
似
た
用
語
で
は
あ
る
が
、
は
る
か
に
個
人
主
義
的
な

概
念
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
神
話
と
親
和
性
が
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
書
き
手
の
主
体
性
や
自
己
意
識
形
成
と
密
接
に
関
わ

っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
声
の
美
学
は
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
的
多
様
性
と
個
人
の
内
面
性
を
同
時
に
保
証
し
て
い
る

の
だ
。

　

本
論
で
は
創
作
科
に
お
け
る
声
の
概
念
構
築
の
過
程
を
再
考
し
よ
う
と
思
う
。
考
察
の
き
っ
か
け
は
冒
頭
に
紹
介
し

た
マ
ッ
ガ
ー
ル
の
研
究
で
、「
テ
ク
ノ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」（
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）と「
高
等
文
化
多
元
主
義
」

（
い
わ
ゆ
る
多
文
化
主
義
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
学
）
と
が
声
の
美
学
を
通
じ
て
実
は
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ

る
。
彼
は
そ
の
主
張
の
証
左
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ク
ス
（John H

aw
kes, 1925-1988

）
が
一
九
六
六―

六
七
年
に
指
揮

し
た
実
験
授
業
「
音
声
計
画
」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
本
論
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ク
ス
の
理
想
に
満
ち
た
実
験
が
来

た
る
べ
き
多
文
化
主
義
文
学
の
到
来
を
告
げ
る
と
い
っ
た
マ
ッ
ガ
ー
ル
の
因
果
論
よ
り
む
し
ろ
、
ホ
ー
ク
ス
の
「
音
声

計
画
」
を
文
脈
的
背
景
と
し
て
、
バ
ー
ス
の
「
音
声
計
画
」
と
も
言
え
る
短
編
集
『
び
っ
く
り
ハ
ウ
ス
で
迷
子
』（Lost 

in the Funhouse: Fiction for Print, Tape, Live Voice, 1968 

以
下
『
び
っ
く
り
ハ
ウ
ス
』 Lost

）
の
表
題
作
と
音
声
作
品
群
を
読

み
直
す
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
け
る
語
り
の
主
体
構
築
と
他
者
と
の
関
係
を
考
察
し
、
今

日
の
声
の
美
学
が
も
つ
問
題
点
を
提
起
し
た
い
。
ま
ず
は
、
二
つ
の
「
音
声
計
画
」
の
影
の
主
役
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
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レ
コ
ー
ダ
ー
か
ら
話
を
始
め
よ
う
。

　
２　
テ
ー
プ
の
た
め
の
小

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン説

　

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
一
九
三
〇
年
ご
ろ
原
型
が
開
発
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
に
は
ナ
グ
ラ
や
ソ
ニ
ー
の
シ
ョ
ル

ダ
ー
型
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
登
場
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
録
音
機
材
を
現
地
取
材
に
用
い
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
三
年
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
カ
セ
ッ
ト
を
用
い
た
小
型
録
音
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
こ
の
規
格
は

一
九
六
六
年
に
各
社
で
採
用
さ
れ
、
競
合
モ
デ
ル
を
引
き
離
し
飛
躍
的
に
普
及
し
た
。
同
年
ア
メ
リ
カ
で
は
テ
ー
プ
サ

ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
が
百
万
台
以
上
の
自
動
車
に
取
り
付
け
ら
れ
る
（R

ood

）。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
当
時

新
型
家
電
の
花
形
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
頃
、
た
と
え
ば
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ゲ
イ
ン
ズ
の
長
編
小
説
『
ミ
ス
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ピ
ッ
ト
マ
ン
の
自
伝
』（Earnest 

G
aines, The A

utobiography of M
iss Jane Pittm

an, 1971
）
の
よ
う
に
、
テ
ー
プ
に
よ
る
録
音
音
声
を
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
組
み
入

れ
る
試
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
テ
ィ
ガ
ン
は
六
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
、
朗
読
会
で
自
作

を
レ
コ
ー
ダ
ー
に
代
読
さ
せ
た
（B

arth, “‘A
ll Trees A

re O
ak Trees. . . . ’: Introductions to Literature”

）。
ケ
ン
・
キ
ー
ジ
ー
率

い
る
「
愉メ

リ
ー
・
プ
ラ
ン
ク
ス
タ
ー
ズ

快
な
悪
戯
小
僧
た
ち
」
で
は
「
小
説
を
タ
イ
プ
す
る
代
わ
り
に
﹇
中
略
﹈
Ｌア

シ
ッ
ド

Ｓ
Ｄ
を
キ
メ
て
一
晩
中
徹
夜
で

小
説
を
しラ

ッ

プ

・

ア

ウ

ト

ゃ
べ
く
り
倒
し
て
そ
れ
を
テ
ー
プ
録
音
す
る
」（B

abbs qtd. in Perry 89

）
案
が
浮
上
し
た
。
当
時
の
新
聞
は
新

文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
「
オ
ー
ラ
ル
・
ブ
ッ
ク
」
を
紹
介
し
、「
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
『
リ
ア
リ
ズ
ム
』
小
説
に
最
後

の
一
撃
を
加
え
た
」
と
宣
言
、
写
真
術
の
登
場
が
絵
画
を
現
実
模
倣
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
方
向
転
換
さ
せ
た
よ
う
に
、
作

者
の
肉
声
が
も
た
ら
す
臨
場
感
と
信
憑
性
を
前
に
、
小
説
家
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
反
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
へ
流
れ
て

い
く
一
方
で
、
録
音
再
生
技
術
の
普
及
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
同
様
、
作
家
の
創
作
過
程
や
文
体
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ

る
と
予
測
し
た
（M

addocks

）。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
果
た
し
て
小
説
を
殺
し
た
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
こ
の
近
未

来
へ
の
期
待
に
満
ち
た
文
化
評
は
二
つ
の
洞
察
を
与
え
て
く
れ
る
。
活
字
小
説
が
基
本
的
に
は
声
の
物
語
り
と
見
な
さ

れ
て
い
る
点
と
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
も
っ
と
直
接
的
に
は
機
械
が
書
き
手
の
想
像
力
に
な
ん
ら
か
の
働
き
か
け
を
す
る

と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

さ
て
一
九
六
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
に
移
籍
し
た
バ
ー
ス
も
、
そ
こ
で
音
楽
科
の
録
音
機

械
を
使
っ
て
実
験
を
試
み
る
学
生
が
複
数
現
れ
た
こ
と
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
録
音
と
生
朗
読
の
た
め
の

実
験
作
を
執
筆
し
て
い
る
（Friday 63-64, 104

）。
そ
し
て
そ
の
効
果
を
試
す
べ
く
、
一
九
六
七
年
メ
ー
デ
ー
の
国
会
図

書
館
を
皮
切
り
に
朗
読
ツ
ア
ー
が
敢
行
さ
れ
、
会
場
で
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
仕
掛
け
と
し
て
使
わ
れ
た
。
翌
年
、

短
編
集
が
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
書
籍
に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
添
え
る
案
も
浮
上
し
た
が
、
結
局
活
字
の
み
の
本
が

出
版
さ
れ
た
（Friday 77

）。

　

一
九
六
七
年
十
一
月
二
十
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ヘ
ブ
ラ
イ
青
年
協
会
会
館
の
ポ
エ
ト
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
の
朗
読

会
で
は
、「
テ
ー
プ
と
生
の
声
の
た
め
の
三
つ
の
物
語
」
と
題
し
て
「
エ
コ
ー
」（“Echo ”

）「
タ
イ
ト
ル
」（“Title ”

）「
自

伝
」（“A

utobiography: A
 Self-R

ecorded Fiction ”

）
を
披
露
し
て
い
る
（Lask

）
）
4
（

。
こ
の
朗
読
会
で
バ
ー
ス
を
聴
衆
に
紹
介


